
令和６年度事業報告

１ 概 要
国内経済は、インバウンド需要の回復や賃金上昇等を受けて緩やかに持ち直している

ものの、個人消費は食料品等の高騰から伸び悩みの状況にある。一方、企業による設備

投資は、人手不足やデジタル化・脱炭素化等を背景に拡大傾向が続いている。

このような中、配合飼料価格は、大きな天候不順等もなく、とうもろこしや大豆粕等

の原料価格や海上運賃は比較的安定して推移したものの、為替相場の変動等が大きかっ

たことから不安定な推移となった。

一方、畜産物価格は、国内消費の停滞等から生産資材の高止まりに見合う販売価格の

実現が難しい状況が続き、生産者は飼料価格差補てんの発動がない中で厳しい経営を強

いられた。

２ 事業実績

１） 配合飼料価格安定対策

（１） 配合飼料価格差補てん事業

ア 契約及び解約、移動実績

年度当初の契約は、124 戸・100,000 トンであったが、年度途中での肉用牛１戸

の廃業により 13 トンの解約があった。

〇契約者及び年間契約数量（当初）              （戸、ｔ、％）

区分 令和６年度 令和５年度 対前年比

契約者 契約数量 契約者 契約数量 契約者 契約数量

乳用牛 14 2,769 13 2,740 107.7 101.1

肉用牛 89 17,303 89 17,843 100.0 97.0

豚 5 15,568 5 15,472 100.0 100.6

採卵鶏 12 42,665 12 42,200 100.0 101.1

肉用鶏 4 21,695 4 22,180 100.0 97.8

計 124 100,000 123 100,435 100.8 99.6

〇四半期別契約実績                                       （戸、ｔ）

    区 分 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

R6 年 4 月

1 日時点

契約者 124 124 124 124 124

契約数量 24,699 23,860 26,084 25,357 100,000

年度途中

解約

契約者 1 1

契約数量 13 13

年度途中 契約者 0



変更 契約数量 0    

R7 年 3 月

31 日時点

契約者 124 124 124 123 123

契約数量 24,699 23,860 26,084 25,344 99,987

〇解約及び契約変更状況                                 （戸、ｔ）

区 分 乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 計

廃 業 契約者 1 1

契約数量 13 13

購 入 取

り止め

契約者 0

契約数量 0

他 基 金

へ移動

契約者 0

契約数量 0

他基金か

ら移動

契約者        0

契約数量    0

イ 通常補てん積立金及び別途納付金積立実績

通常補てん積立金の積立は、契約者 124 戸、契約数量 99,987 トンで 79,989,600

円となり、別途納付金の対象はなかった。   

          （戸、ｔ、円）

区分 通常補てん積立金 別途納付金

契約者 契約数量 積立額 契約者 契約数量 納付額

第１四半期 124 24,699 19,759,200 0

第２四半期 124 23,860 19,088,000 0

第３四半期 124 26,084 20,867,200 0

第４四半期 123 25,344 20,275,200 0

  計 124 99,987 79,989,600 0

ウ 補てん金交付実績

通常補てん金の財源不足を補う長期資金の借入額を抑えるため、令和４～５年度

において分割交付が実施され、第１四半期には令和５年第２四半期分の最後の分割

交付が行われた。

なお、令和６年度は、平均輸入原料価格は高止まったものの、直近１年間の基準

輸入原料価格が高く推移したことから価格差補てんは発動しなかった。



                      （戸、kg、円/ｔ、円）

区分 種類 対象者 対象数量 補てん

金単価

補てん金額 通常・異常補

てん金合計

第１

四半期

通常(R5 第 2

四半期継続) 115 22,528,655 1,450 32,666,546

32,666,546異常 0 0 0 0

第２

四半期

通常 0 0 0 0

         0異常 0 0 0 0

第３

四半期

   通常 0 0 0 0

       0異常 0 0 0 0

第４

四半期

通常 0 0 0 0

異常 0 0 0 0

計 通常 115 22,528,655 － 32,666,546

32,666,546異常 0 0 － 0

〈参考〉令和５年度実績
                                          （戸、kg、円/ｔ、円）

区分 種類 対象者 対象数量 補てん
金単価

補てん金額 通常・異常補
てん金合計

第１
四半期

通常(R4 第 2
四半期継続) 116 22,820,368 1,363 31,104,126

166,205,566

通常(R4 第 3
四半期継続) 116 24,411,393 1,813 44,257,830
通常(R5 第 1
四半期継続) 119 23,419,350 1,059 24,801,063

異常 0 0 0 0
緊急補てん金 119 23,419,350 2,820 66,042,547

第２
四半期

通常(R4 第 3
四半期継続) 114 24,267,893 1,813 43,997,665

136,648,260

通常(R4 第 3
四半期精算 2 143,500 1,813 260,165
通常(R5 第 1
四半期継続) 117 23,403,275 1,057 24,737,233
通常(R5 第 1
四半期精算 2 16,075 1,057 50,973
通常(R5 第 2
四半期継続) 117 22,534,075 900 20,280,667

異常 0 0 0 0
緊急補てん金 117 22,534,075 2,100 47,321,557

第３
四半期

通常(R5 第 1
四半期継続) 117 23,403,275 1,057 24,737,233
通常(R5 第 2
四半期継続) 117 22,534,075 400 9,013,630



通常(R5 第 3
四半期継続) 117 24,005,800 3 71,990

43,905,273
異常 0 0 0 0

緊急補てん金 117 24,005,800 420 10,082,420
第４
四半期

通常(R5 第 1
四半期継続) 115 23,396,295 1,057 24,729,856

48,810,331

通常(R5 第 1
四半期精算) 2 6,980 1,057 7,377

通常(R5 第 2
四半期継続) 115 22,528,655 400 9,011,462
通常(R5 第 2
四半期精算) 2 5,420 400 10,027
通常(R5 第 3
四半期継続) 115 24,002,140 627 15,049,315

通常(R5 第 3
四半期精算) 2 3,660 627 2,294

異常 0 0 0 0

緊急補てん金 0 0 0 0

計
通常 119 117,190,986 － 272,122,906

395,569,430
異常 0 0 － 0

緊急補てん金 119 69,959,225 － 123,446,524

（２） その他飼料関係事業

    畜産経営の継続を図るため、県による飼料価格高騰対策が実施されて339,955,800

   円が交付された。

   

事業名 事業内容 交付対象数量・金額

配合飼料価格高

騰対策支援事業

(当初)

令和６年度の配合飼料契約数量に 3,400

円/ｔを乗じた額を補助する。

参 加 者 118 戸

対象数量   99,987ｔ

交 付 額 339,955,800 円














